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全サービス共通に係る改定事項

① 感染症対策の強化

② 業務継続に向けた取組みの強化

③ 災害への地域と連携した対応の強化

④ 無資格者への認知症介護基礎研修受講義務づけ

⑤ 認知症に係る取組の情報公表の推進

⑥ CHASE・VISIT(LIFE)へのデータ提出とフィードバックの活用

⑦ 特定処遇改善加算の介護職員間の配分ルールの柔軟化による取得促進

⑧ 職員の離職防止・定着に資する取組みの推進

⑨ 人員配置基準における両立支援への配慮

⑩ ハラスメント対策の強化

⑪ 会議や他職種連携におけるICTの活用

⑫ 利用者への説明・同意等に係る見直し

⑬ 員数の記載や変更届出の明確化

⑭ 記録の保存等に係る見直し

⑮ 運営規程等の掲示に係る見直し

⑯ 高齢者虐待防止の推進

⑰ 介護職員処遇改善加算(Ⅳ、Ⅴ)の廃止

全サービス共通に係る改定事項につ
いては、必ず復習し、整備等を行っ
てください。

今回の集団指導では赤字の事項
・「①②⑩⑯については書類等の整
備が必要なもの」
・「④⑥については市からの周知」
について取り上げます。



① 感染対策の強化

現在は経過措置期間ですが、新型コロナウイルス
感染防止対策として早めの整備をお願いします。



② 業務継続に向けた取組みの強化

国が示すガイド
ラインを確認し
整備をお願いし
ます。



⑩ ハラスメント対策の強化







利用者又はその家族等からのカスタマーハラスメントの防止

職場におけるハラスメント対策について、介護現場においては利用者又はその家族等からのカ
スタマーハラスメントの防止が求められる。

・事業主が講ずべき措置の具体的内容については厚生労働省ホームページに掲載の「介護
現場におけるハラスメント対策マニュアル」「(管理職・職員向け)研修のための手引き」を参考
にし、取組みを実施することが望ましい。

2人以上の職員による訪問サービス提供時の費用の一部補助について

訪問看護師、訪問介護員がサービス提供をする際に、利用者やその家族から暴力行為等
で2人以上の訪問が必要なケースで利用者及びその家族の同意が得られず、介護報酬上
の2人訪問加算が算定できない場合に加算相当額の一部を補助します。

※対象ケースがあれば三木市介護保険課まで問合せください。



⑯ 高齢者虐待防止の推進

省令改正により、運営基準の中に、入所者・利用者の人権の養護、虐
待の防止等のため、必要な整備を行うとともに、従業者に対しては、
研修を実施する等の措置を講じなければならない旨を規定しておく必
要がある。(令和6年3月31日までは努力義務)

◆虐待の防止のための措置に関する事項

①虐待防止のための対策を検討する委員会の設置

・定期的な会議の実施

②虐待防止のための指針

③虐待防止のための研修を定期的に実施

④虐待防止のための担当者を置く



高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律の概要

【目的】(法第1条)

高齢者虐待が深刻な状況にあり、高齢者の尊厳保持のため虐待防止を図ることが重要であることから、虐待防止等に関す
る国等の責務、虐待を受けた高齢者の保護及び養護者に対する支援の措置等を定めることにより、高齢者虐待の防止に係る
施策を促進し、もって高齢者の権利利益の養護に資すること。

【定義】(法第2条)

・「高齢者」とは、65歳以上の者をいう。(65歳未満の養介護施設入所等障害者を含む)

・「高齢者虐待」とは、①養護者による高齢者虐待②養介護施設従事者等による高齢者虐待をいう。

・高齢者虐待の類型は身体的虐待、介護・世話の放棄・放任、心理的虐待、性的虐待、経済的虐待

【養介護施設従事者等による高齢者虐待への対応の流れ】(法第20～25条)



養介護施設従事者等による高齢者虐待の５つの類型

類型 定義 具体例

身体的虐待 高齢者の身体に外傷を生じ、
又は生じる恐れのある暴行
を加えること。

殴る、物を投げる、医学的判断に基づかない痛みを伴うようなリハビリの強要、無理
にひきずる、無理やり食事を口に入れる、ベッドに縛り付ける、意図的に薬を過剰に
服用させるなど

介護・世話
の放棄・放
任

高齢者を衰弱させるような
著しい減食又は長時間の放
置など養護を著しく怠るこ
と。

日常的に著しく不衛生な状態で生活させる、体位の調整や栄養管理を怠る、病気の状
態を放置する
ナースコールを使用させない、高齢者に対して行われる暴力・暴力行為を放置するな
ど

心理的虐待 高齢者に対する著しい暴言
又は著しく拒絶的な対応そ
の他の高齢者に著しい心理
的外傷を与える行動を行う
こと。

怒鳴る、脅かすなど、「死ね」「臭い」「汚い」と言う、ナースコールを無視する、
本人の意思・状態を無視しておむつを使用する・食事の全介助をする生活に必要な道
具の使用を制限する、外部との連絡を遮断させるなど

性的虐待 高齢者にわいせつな行為を
すること又は高齢者をして
わいせつな行為をさせるこ
と。

下半身を裸にして放置する、人前でおむつを交換する、性的行為を強要するなど

経済的虐待 高齢者の財産を不当に処分
することその他高齢者から
不当に財産上の利益を得る
こと。

日常的に必要な金銭を使わせない、預貯金を無断で使用するなど

職員は高齢者虐待だと思っていないことが
実は虐待にあたることがあります！



養介護施設従事者等の責務

1 高齢者虐待の早期発見(法第5条)

「養介護施設従事者等、高齢者福祉に職務上関係のある者は、高齢者虐待を発見しやすい立場にあるこ
とを自覚し、高齢者虐待の早期発見に努めなければならない」

2 養介護施設従事者等による高齢者虐待防止のための措置(法第20条)

・養介護施設従事者等による高齢者虐待防止のための措置

・苦情処理体制の整備

・その他の高齢者虐待の防止等のための措置

3 通報義務(法第21条)

・養介護施設従事者等は、高齢者虐待を発見したら市町村等に通報する義務がある。

・高齢者虐待の相談・通報を市町村に行う際は、守秘義務違反にはならない。

・高齢者虐待の通報・相談をしたことによって解雇などの不利益な扱いを受けない。



養介護施設従事者等による虐待に係る統計(令和元年度厚生労働省調査より)

年々増加
している！



養介護施設従事者等による虐待に係る統計(令和元年度厚生労働省調査より)



養介護施設従事者等による虐待に係る統計(令和元年度厚生労働省調査より)

虐待の発生原因は教育・知識・介護技術等に関する問題が主な原因となっており、不適切なケアが虐待へ
とエスカレートするケースが多々あると考えられる。その他、職員に対するケアや組織風土・管理体制の
構築が求められる。



④ 無資格者への認知症介護基礎研修受講義務づけ



[受講方法]
①ｅラーニング（認知症介護研究・研修仙台センター
への申込）
②集合研修(神戸リハビリテーション福祉専門学校)
※詳細は兵庫県ホームページを確認ください。



介護サービスの質の評価と科学的介護の取組の推進

LIFE(科学的
介護情報シス
テム)の活用

⑥ CHASE・VISIT(LIFE)へのデータ提出とフィードバックの活用



科学的介護情報システム(LIFE)を活用した科学的介護の推進イメージ

・エビデンスに基づいた自立支援・重度化防止等を進めるには、科学的に妥当性のある指標等を収集・蓄積及び分析し、
分析の結果を現場にフィードバックする仕組みが必要⇒令和3年度より科学的介護情報システム(LIFE)の運用を開始。

・LIFEでは、計画書の作成等が要件となっている加算において実施されるPDCAサイクルについて、データに基づくさらな
るPDCAサイクルを推進し、ケアの質の向上につなげることを目指す。



LIFEの活用等が要件として含まれる加算一覧

★今後エビデンスに基づく介護がより求められるようになる可能性が高いため、LIFEへの登録及
び加算の取得を推奨します。

科学的介護推進体制加算の算定要件(通所系)

(1)入所者ごとのADL値、栄養状態、口腔機能、認知症の状況その他の入所者の心身の状況等に係る基本的な情報を、厚生労働省に提出していること。

(2)必要に応じて計画を見直すなど、サービス提供に当たって(1)に規定する情報その他のサービスを適切かつ有効に提供するために必要な情報を活
用していること。


